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■日経平均(日足)の動き
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25日MA

6/15

上値のブレイクライン

下値のブレイクライン

6/9～10

三角保ち合い
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■TOPIX(日足)の動き
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25日MA

上値のブレイクライン

下値のブレイクライン
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■NYダウ(日足)

25日MA

アイランド・リバーサル

200日MA

75日MA
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■NT倍率(日経平均÷TOPIX)の推移
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■日経平均と騰落レシオ(東証１部・25日)
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騰落レシオ

日経平均
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■株価水準的には上値重たくなる

19年11月～20年2月中旬

23,000円～24,000円のレンジ

天井圏でもみ合う
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■日経平均(週足)とMACD

ヒストグラム

シグナル
MACD

13週MA

26週MA
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■株価材料と日経平均(日足)

2/6

3/19

■上昇要因
・経済再開の動き加速
・感染者増加の抑制
・抗ウイルスワクチン・治療薬の進展
・各国の財政・金融政策

■下落要因
・感染再拡大
・経済回復の鈍化・停滞
・米中摩擦悪化
・政治・地政学リスクの台頭

＜不安の先取り＞
・ウイルス感染拡大
・実体経済悪化
・信用不安

＜期待の先取り＞
・感染者の落ち着き
・金融・財政政策期待
・経済再開の動き
・抗ウイルスワクチン・治療薬
・需給の後押し

6/9

＜「実際のところ」の確認と修正＞
・実体経済の動向（経済指標、企業決算）
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■日経平均(週足)と線形回帰トレンド

16年6月24日週

中心線

＋１σ

－１σ

－２σ
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年末(26週後)
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■上海総合指数(日足)
3,400p台回復

25日MA

15％超上昇

1/14

コロナ・ショック前高値
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■「香港国家安全維持法」について

6/30に全人代の常務委員会で成立、当日夜23時から施行

・「国家安全維持公署」が新設

→「特定の状況下」において、香港の各当局を監督・指導

→「国籍や人種、経歴、職業に関係なく法律に違反することはできない」

→権限が香港の法律を上回る

→香港に拠点を置く外国企業・従業員の活動に影響

→9月の香港立法会(議会)選挙への介入懸念

・外国人も適用対象となる可能性

・治安維持、国家安全を名目に、取り締まり対象の範囲拡大

→外国人が香港外で行った行為も対象


